
 
          

 

✧✧✧ 平成１９年梅雨入り・明けのまとめ 
 
 気象庁では、毎年、春から夏にかけての実際の天候経過を総合的に検討し、各地の梅雨入りと
梅雨明けの確定及び梅雨時期の特徴についての事後のまとめを行っています。９月３日（月）に
発表された、平成１９年の梅雨についてとりまとめ結果は以下のとおりです。 
 
❄梅雨入り 
 かなり遅い梅雨入りとなった地方が多かった。九州南部で平年並、沖縄で遅い他は、かなり遅
い入りとなった。 
 
❄梅雨明け 
 南西諸島と九州南部では平年並の梅雨明けとなった。その他の地方は、遅い梅雨明けとなり、
関東甲信、北陸、東北ではかなり遅かった。 
 
❄梅雨前線 
 梅雨前線は、６月中旬にかけて南西諸島から本州の南海上に位置することが多く、活動が活発
になった。その後は本州付近に停滞することが多かった。 
 
❄降水量 
 梅雨時期の降水量は、東日本から西日本の太平洋側や東北南部で多く、九州南部ではかなり多
かった。奄美、九州北部、東北北部では少なかった。６月中旬にかけて梅雨前線が本州の南海上
から離れて停滞することが多く、四国や九州北部の降水量がかなり少なかった一方で、沖縄では
降水量が平年より多くなった。７月は梅雨前線が本州付近に停滞し活動が活発になったことや台
風第 4 号の影響により、東日本から西日本の太平洋側で降水量がかなり多くなった。 
 
❄日照時間 
 梅雨期間中の日照時間は、６月にかなり多い地域があったが、７月は少なく、かなり少ない地
域もあった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




